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雪
眼
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蜘
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噸
奪
舞
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ジ
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顧
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彗
．
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麟
罷
溝
窄
．
扁
蟹
㌧
壁
噸
ゴ
．
瀦
典
、

素
　
・
灘
そ
！
葛
㌃
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」
麹
帽
幽
、
繭
一
調
劉
．
　
、
♂
〆
、
・
餓

菰
紬
榊
愛
冠
難

　
　
　
　
　
覧
　
　
　
　
　
　
・
　
　
び
↓
峯
つ
累
画
轟
噸
蒔
鉱
ユ
0
怠
業
玉
璽
埠
そ
セ
画
つ
淵
量
6
＝
亜
懸
3
聖
ミ
6
零
唱
峨
卿
田
ヤ
「
τ
を
⑦
勝
婁
麟
ユ
守
金
髪
蜂
判
そ
ミ
転

、
．
　
　
　
轟
塾
ぴ
ぞ
．

咋
島
コ
製
玖
千
年
亀
畢
粥
篠
耀

判
尋
三
三
欝
g
》
鰯
瓢
毫
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
糟
　
　
　
　
み
、
号
勘

、

隼

　
　
　
　
　
　
　
　
誓
　
　
　
尋
暫
曇
皐
鞍
稗
鰯
軍
》
6
暴
コ
雷
寡
　
　
　
　
　
　
⑦
夢
冒
彰
鼻
獲

二
二
艦
蓄
呂
．

触鮒

◎
巡
勿

　
　
　
　
　
智
斡
盲
Ψ
西
門
鼻
腰
⑦
藤
香
軍
　
　
　
　
　
　
…
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⑦
影
⑦
コ
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．
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曾
　
｝
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，
距
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／
∴
．
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・
．
一
’
陰
欝
卜
い
蛎
、
，
ド
ン
　
、
爵
簗
ご
・
ド
7

・
．
醸
轟
盛

翫
ン
・
し
郎
W
　
　
　
　
　
　
　
　
p
ガ
　
畑

鯵
’
ゼ
∴
緊
’
、
レ
撃
h
し
熱
熱
騒
　
　
　
　
　
　
　
彊
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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き
プ
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，
霧
繧
認
識
藩
、
山

ひ
♂
ぺ
帰
　
ゑ
蝿
”
4

藩
．
メ
鰹
豫
溝
薄
個
確
擁
壽
魂
，
壕
ひ
窟
愚
》
ぷ
薄
い
敦
．
盗
言
、
。
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

コ
鵡
　
つ
ゆ
幽

、
露
謹
餓
，
・
博
－
．
働
∵
嵐
踵
壷
一
，
藩
）
；
　
毫
．
％
い
ノ

、
†
『
欺
毒
　
　
、
再

驚
ン

『
僧
．
・

郷．

A

　
マ
　
　
ユ

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
わ

’
謬
第

　
墾
ピ

澤
，

’い

F

　
等
ニ

　
ァ
　
　
ツ

讐
　
竪

ち
↑

獄
汐
」
’
、

願
．
黙鴛　

　
報懸騨瓢罪響野野騨

　
弓
チ
　
　
　
　
洲

．
東
離
村
教
育

覧

　　

@　

@　

@
委
員
会
初
会

去
る
十
鱒
月
商
日
本
村
教
育
委

員
會
肉
食
が
開
催
さ
れ
隷
に
敦

鷺
行
政
の
新
た
な
使
命
を
褥
び

て
嚢
足
す
る
に
至
っ
た
。
、

蕾
實
は
市
議
憂
橘
口
和
吉
委
員

司
會
⑳
も
と
駕
議
二
三
三
三
委

員
眞
宝
玉
工
員
憂
の
邊
墨
を
行

い
奨
優
憂
に
高
墜
ハ
夫
配
員
副

委
博
才
に
甘
口
・
和
吉
委
員
が
決

定
さ
れ
綾
い
て
次
の
事
項
が
附

議
決
定
懲
れ
㌃

一
、
甑
砲
艦
黛
脅
規
則
藁
一
號

　
東
郷
村
三
三
委
員
妻
公
告
式

　
親
則
　
　
、

二
、

〃
　
第
二
脱

　
東
螂
村
教
直
直
員
暗
々
旧
規

　
則
．

＝
輔
b
　
　
〃
　
　
第
三
號

　
東
郷
村
教
育
委
員
會
億
聴
人

　
規
則

四
、
　
哨
〃
．
　
第
四
號

　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

　
叢
郷
村
轡
育
糞
員
會
事
務
委

在
蜆
則
　
　
　
　
　
・

五
．
戦
青
委
員
脅
規
程
第
一
画

一東

ｽ
村
畿
育
委
員
轡
事
務
局

級
畿
規
程

六
、
三
三
に
逡
付
ナ
る
村
費
脊

　
委
員
一
月
一
局
一
命
定
敏
僚

　
例
の
原
案
に
つ
い
て

七
、
東
郷
小
拳
闘
々
曝
露
築
難

論
塗
任
鷹
つ
い
て

審
驚
局
紐
級
と
所
掌
事
湧
に
ρ
い
て

難
論
m
罫
謝

一、

ｴ
黙
黙

ω
較
霧
委
員
會
の
食
麟
に
曝
す

　
る
ヒ
と

働
嬢
榛
職
員
の
野
駆
そ
の
他
人

　
箏
糟
画
す
る
こ
と

働
事
瀦
庵
公
転
舘
及
び
口
書
舘

　
の
三
三
の
心
配
そ
の
他
人
事

　
梶
野
す
る
ヒ
と

㈲
歎
育
委
員
會
の
所
掌
に
係
る

　
歳
入
艶
出
予
算
及
び
二
三
に

　
塗
す
る
ヒ
と

㈲
時
時
目
的
⑳
た
み
の
藁
果
財

　
麿
及
び
積
立
金
⑳
管
理
に
開

　
ナ
る
．
ζ
と

　
　
　
　
　
　
　
［
イ

細
δ
被
の
設
置
瞥
窟
及
び
三
五

　
に
罰
す
る
こ
と
　
”
　
　
．

劒
籔
痘
財
西
δ
取
得
管
現
及
か

一
下
分
に
開
す
る
ヒ
と

㈹
教
呉
そ
0
値
の
設
備
の
墜
備
．

一
翼
Σ
　
」

　
　
　
　
野
禽
規
則
り
伽
窟
又

帆
影
磯
蟻
一
壷
丁
る
ζ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
奮

　
　
ヨ
へ
く
ロ
　
も
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
し

．
　
鴛
射
街
緊
バ
ジ
ー

　
す
る
ζ
と

働
弓
丈
書
類
の
保
管
そ
の
三
文

　
書
に
劃
す
る
ヒ
と

働
菰
嬉
府
縣
教
宵
委
員
會
そ
の

　
他
の
獣
育
委
員
會
及
び
事
務

　
局
各
日
と
の
蓮
絡
調
整
に
鱒

　
す
る
と
と
　
　
　
　
　
　
「

㈱
前
各
號
に
掲
げ
る
も
の
と
外

　
順
順
の
所
掌
に
弱
し
な
い
事

　
項

二
、
樋
口
目
口
　
　
　
　
　
／

①
暫
科
内
臨
及
び
そ
の
取
扱
に

　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ハ

．
湿
す
る
ヒ
と

　
　
　
ド
　
　
ド
　
キ
　
ボ
　
　
　
　
　
ロ

②
稲
科
用
二
型
の
探
操
に
幽
す

　
　
　
　
　
マ
　
　
し

、
”
る
ヒ
と
　
　
　
“

㈲
薯
黎
の
齢
仮
に
配
す
る

　
ヒ
魯
ζ
　
　
曽
　
　
λ
　
・
、

㈲
校
勘
及
び
戦
員
の
研
修
に
聞

　
す
る
ξ
ど

㈲
三
校
職
員
並
び
に
生
徒
鬼
宜

　
及
び
幼
見
の
保
健
自
生
帽
利

　
」
及
び
厚
生
鷹
翻
す
る
こ
と

⑥
鴇
▼
鞍
給
食
に
瀕
す
る
こ
と

望
捷
及
び
兇
窒
め
就
學
に
鞘

　
す
る
こ
と

㈱
串
校
回
書
舘
に
開
す
る
ヒ
と

⑧
そ
の
他
部
校
敦
育
の
摺
導
に

　
聞
す
る
ヒ
と

一
二
、
泣
脅
上
下
係

ω
三
晃
鰭
回
書
舘
そ
の
他
二
三

　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
て

忌
物
鐸
蓑
び
畷
止

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

②
麗
響
二
二
塗
冨
ハ
公
民
舘
式
目

、
慧
麟
委
員
及
び
風
婁
舘
協
踏

　
禽
委
貞
並
び
に
そ
れ
ら
の
會

議
に
訂
す
る
ζ
と

⑧
融
舎
5
晒
育
国
体
の
下
陰
育
成

　
に
開
ナ
る
ヒ
と

㈲
江
平
の
開
設
及
び
討
論
會
、

碗

，｝

『
秋
酒
』

　
　
－
」
　
　
1
4
1
謁
【

も
し
日
一
画
富
士
山
が
無

か
っ
た
ら
恐
灘
X
物
足
り
な
く

思
拭
れ
る
ζ
と
だ
ム
思
う
。
或
は

人
間
に
耳
殻
が
な
か
ウ
距
ら
、

全
ぐ
．
形
が
釣
合
越
ラ
、
の
み

な
ら
・
ナ
曹
の
感
覚
が
傘
滅
す
る

に
旧
い
な
い
。
　
．

．
鷺
に
国
辱
る
と
、
世

の
巾
に
は
3
、
費
よ
そ
不
必
聾
な

存
在
は
な
民
な
っ
て
來
る
。
し

か
し
が
臨
ぞ
の
存
在
写
し
方
が

　
　
　
へ

1
麗
。
新
選
婁
樹

諮
饗
す
蒜
三
図
い

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
ぼ

諦
否
野
臥
回
議
蕩
、

　
三
三
倉
、
購
積
轡
霊
示
舎

　
一
そ
の
他
の
集
會
の
開
催
並
び

　
に
こ
れ
ら
奨
働
に
聞
す
る
と

　
と

㈲
三
校
施
設
を
利
用
す
る
三
世

　
丁
丁
匿
聞
す
る
ζ
と
，

㈲
肚
脅
教
育
贅
料
の
刊
行
配
布

　
に
閲
す
る
ζ
と
　
・

㈲
肚
食
教
青
の
た
め
に
必
備
な

　
設
備
器
材
及
び
贅
料
の
提
供

　
に
闘
す
る
ヒ
毒
、

㈲
情
報
の
交
換
及
び
卿
査
銃
究
，

　
に
忘
す
る
と
と

⑧
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
蘭
す
る
ヒ

　
と

　
　
　
♂

8
　
　
｝
　
　
　
・
恥
」
㌔
・
ド
　
　
詑
　
・

　
　
　
　
　
　
一
噂
、

　
　
　
　
　
壱

　
　
　
　
タ
　
帆
　
　
層

　　

@
よ
せ
、
て

　
　
　
蚕
野
光
洋

轟
ネ
ル
ギ
竃
は
党
分
蕊
輝
幽
來

な
伽
ρ
た
で
あ
る
う
。
母
を
聞

す
る
こ
と
は
貫
に
先
生
0
身
捧

そ
＠
も
の
で
あ
り
噛
そ
れ
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
ら

っ
と
な
い
故
郷
愛
で
あ
る
。

散
郷
は
嬉
し
い
時
賜
、
驚
し
い

時
も
常
に
答
え
て
三
流
の
鱈
覆
｝

を
し
て
く
れ
る
心
の
重
刑
で
あ
「

る
。
そ
れ
だ
け
に
故
郷
O
人
は

な
つ
か
し
い
。
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
語
祓
』
昨
年
の
多
0
ご
と
で

献
な
裾
綿
る
鑑
村
人

　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

の
寄
墨
い
溜
あ
っ
た
順
丁
慶

鞍
酵
襲
鍵
漏

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

そ
の
場
で
あ
っ
嚢
◎
金
は
和
や

か
そ
②
レ
⑳
響
》
毫
く
罐
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

盗
覗
レ
い
三
口
粛
の
車
に
、
よ

ひ
や
ま
の
野
臥
費
衡
W
た
。

ζ
の
期
が
濠
と
凝
ケ
秘
で
に
な

い
が
、
し
酸
し
ζ
れ
部
費
り
か

け
に
な
り
、
郷
土
の
人
，
甲
餐

董
干
さ
ん
と
云
う
人
楕
が
よ
り

印
象
づ
け
ら
れ
る
檬
に
な
っ
た

乾
食
慶
長
庸
の
甲
斐
き
ん
、
．
戦

幽
朶
翼
電
量
継
傘
立
候
補
者
ど

し
て
の
甲
斐
さ
ん
．
と
幡
鷹
そ

O
存
在
は
自
然
の
檬
で
あ
る
が

し
か
し
そ
れ
に
も
倍
加
し
て
自

然
に
存
す
る
甲
斐
さ
ん
ζ
そ
は

鱒
秋
景
』
と
し
て
の
姿
で
あ
る

嫌
な
氣
が
す
る
。
ま
ば
ら
な
白

髪
、
人
聞
味
を
浦
抱
し
た
や
さ

し
い
卿
容
態
．
爾
眼
の
躍
層
組

す
べ
て
が
内
的
な
人
格
を
如
實

忙
表
し
た
現
代
人
で
あ
り
、
又

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
モ
ラ
ル
の
湿
地

で
も
あ
る
。
　
『
全
く
完
成
さ
れ

た
ま
ん
ま
る
い
人
格
』
、
と
れ

　
　
　
　
　
　
　
ぢ

ヒ
そ
甲
斐
懲
ん
に
最
も
相
回
し

　
　
　
　
　
　
（

い
語
で
あ
る
。

一
讐
U
句
ほ
と
ば
し
り
出
る
厨

に
臭
ゆ
か
し
さ
を
減
す
る
の
も

甲
斐
さ
ん
の
舟
庇
さ
れ
た
人
格

の
懲
駄
ゆ
え
で
あ
る
う
。
そ
滋

て
あ
た
か
も
霊
水
先
生
の
生
前

の
姿
そ
の
も
の
、
の
様
な
イ
ン
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
（
印
象
）
を
受
け

る
。
、
・
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
も
早
や
秋
思
と
し
て
の
甲
斐

さ
ん
慶
、
東
輝
村
は
も
と
よ
り

日
奉
の
文
學
界
に
な
く
で
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
る
α
ま
さ
に

日
古
駅
搬
⑪
富
士
幽
で
あ
り
そ

れ
に
越
え
て
人
闇
と
し
て
の
シ

ン
ボ
ル
（
魯
…
後
）
で
あ
る
O
郎

ち
、
萩
酒
の
甲
斐
さ
ん
は
人
聞

　
　
　
へ

曹
季
さ
ん
で
あ
り
、
生
け
る
古

典
讐
あ
る
。

O
酒
の
め
ば
く
ひ
審
多
し

∴
、
．
、
、
曇
違
憲
遣
違
乱
，
．
、
3
ぎ
隈
隈
霊
踏
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